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10 月 23 日の夜、篠ノ井駅前の Orche で行われた

『まちの縁が輪 縁奏会』。長野で初めて開かれた音

楽とまち育ての響きあう夕べは、延藤安弘さんのい

つものゲントーク（語りとスライド）に音楽が入るとい

うコラボレーションです。地元篠ノ井の方だけでなく

遠方からも延藤ファンや縁側人たちが駆けつけまし

た。 

会場となったOrche
オ ケ

は、元信用金庫の空

き店舗を食の円居
ま ど い

マルジュウさんがコ

ミュニティスペースとしてオープンさ

れたカフェです。店内は、おしゃれな雑

貨の販売コーナーとイベントスペース

があります。月 1回「まちの教室」を開

催しまち作りに関心のある人たちが集

まっています。篠ノ井駅前の新たな居場

所として注目間違いなしです。 

開始はいきなりサックスの演奏で始まりました。 

これから何が始まるんだろうというワクワク感 

を呼び起こすようなジャズのテンポ。絵本 

「エンガワになったバス」でゲントークが 

始まるとメロディーもちょっとゆったりしたテンポに変わりまし

た。続いて岡崎市図書館交流プラザりぶらのお話です。市民参加

による公共施設設計と居場所の育みという、市民と行政、市民と

専門家が一体となって作った図書館の事例です。最後は、台湾都

市原住民阿美族渓州部落のお話。スライドと延藤さんの語り、そ

して寄り添うようなサックスの音色が響き合って、幻燈の世界に

引き込まれていきました。 
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い
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。
地
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け
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縁
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だ
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サ
ッ
ク
ス
を
快
く
引
き

受
け
て
く
だ
さ
っ
た
宮

坂
さ
ん
、
会
場
を
貸
し
て

く
だ
さ
っ
た
久
保
田
さ

ん
、
そ
し
て
当
日
参
加
し

て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
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今
度
は
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と

お
あ
い
で
き
る
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な
っ

て
…
ワ
ク
ワ
ク
で
す
。 Ｎ vc106@vnetnagano.or.jp 

 

「ヒトとヒトをつなぐコツが知りたい」の質問に延藤さん

は、「自分が楽しむこと、自分がたのしんでやるとヒトが来る、続

く、楽しさは、柔らかさ、ワクワク＆リーズナブルですネ。この

本、まち再生の術語集の中に書いてあります。お読みください」。

と、ユーモア交えたお答えに、会場から笑いがおこりました。 

「まち再生の術語集」には、まち育てのヒントが満載です。この

本の出版記念として開かれた縁奏会、参加された皆さんの力強い

発言に、長野のまちの縁側がもっと面白くなる予感がしました。 
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幻燈会終了後、感想や縁側に対する思いを語り合い

ました。初めて参加して幻燈に感動した！サックス

との響き合い最高！！など、参加されたみなさんの

気持ちが盛り上がっていました。信里新聞の会の小

林さんが、「私が縁側になります！」と熱く宣言する

と、「居場所づくりをしたい」「できることで何かし

たい」と他の参加者のやる気満々の発言。篠ノ井の

信州なでしこ隊の柳原さんの「女の力で篠ノ井を変

えたい」との言葉に Orche の久保田さんも「地元の

人とつながって篠ノ井のまち作りをしていきたい」

と続きました。縁側を育むヒト・モノ・コトにトキ

が重ねられ、そこには思いや共感するココロがある

のでした。 
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